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 １．研究領域番号  Ａ３ 大規模データ科学 
 
 ２．研究 課 題名  シンボリックデータ解析と関数データ解析の融合に関する研究 
 
 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
東海林智也 函館工業高等専門学校・情報工学科 准教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
山本 義郎 東海大学・理学部 准教授  
南  弘征 北海道大学・情報基盤センター 准教授  
水田 正弘 北海道大学・情報基盤センター 教授  
馬場 康維 統計数理研究所・統計科学技術センター 特命教授  
藤野 友和 福岡女子大学・国際文理学部 講師  
山本 由和 徳島文理大学・工学部 准教授  
清水 信夫 統計数理研究所・データ科学研究系 助教  

 
 ６．共同研究の成果 

 
本研究課題は、様々なデータ形式が混在している環境においてデータ表現を一般化するための概

念であるシンボリックデータ解析と、高次元データから有益な情報を抽出するための分析方法であ

る関数データ解析の融合を目指した。 
 
ある事例に対して総合的な解析をおこなうためには様々な形式のデータを同時に扱う必要がある

が、そのようにデータ形式が混在している環境において有効な解析手法のひとつとしてシンボリッ

クデータ解析がある。一方、それらのデータ形式には画像、音声といった高次元データが含まれて

いることが多々ある。従来の多変量解析では高次元データは低次元空間上の一点に縮約されてから

扱うことが多かったが、近年の計算機の発達によって、高次元データを縮約せずにそのまま分析す

ることが出来る関数データ解析が注目されるようになって来ている。 
本研究課題において、我々は初めにシンボリックデータ解析と関数データ解析の過去の事例を検

討、比較することで両手法を理論的に特徴付けた。次に関数データ解析における特徴量として平均

関数、微分関数、最大・最小関数などがあるが、関数データ解析をシンボリックデータ解析に取り

入れる際にはどのような特徴量を用いる事が有効であるかを検討した。また、関数データ解析のデ

ータ表現として時間領域表現と、フーリエ基底をはじめとした基底展開による表現があるが、シン

ボリックデータ解析に取り入れる際にはどちらの表現が有効であるかを検討した。 
 
本研究課題のまとめとして、統計数理研究所統計科学技術センターの馬場康維教授を指定討論者

として「シンボリックデータ解析と関数データ解析の融合に関する研究」という表題の研究会を平

成２４年２月１６日に北海道大学情報基盤センター北館４階会議室で開催した。研究代表者および

分担者が会して意見交換・情報交換を行うことで、今後の研究を遂行するための重要な機会を得る

ことができた。なお、研究成果の一部は平成２４年５月１２、１３日に開催される日本計算機統計

学会第２６回大会で発表される予定である。 

 


